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代表監査委員

米内山　功

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
も
健
全
な
運
営

―
債
権
管
理
を
強
化
し
、
適
切
な
徴
収
を
―
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一般会計 50億1,015万円 黒字黒字11億億7,8907,890万円万円

債
基
金
に
お
い
て
は
、
平
成
24

年
度
中
2
3
0
8
万
円
の
増
と

な
り
（
新
規
積
立
1
億
8
6
万

円
、
取
り
崩
し
7
7
7
7
万

円
）、
前
年
度
同
様
健
全
な
運

営
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

改
善
を
望
む
こ
と

　

町
税
の
収
入
未
済
額
に
つ
い

て
、
財
源
確
保
や
利
用
者
負
担

の
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
と

い
っ
た
点
か
ら
も
、
よ
り
一
層

債
権
管
理
を
強
化
し
、
適
正
に

徴
収
を
望
む
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
行
財
政
改

革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
よ
り
効
果
的
で
効
率
的

な
行
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
に
お

い
て
、
歳
入
は
前
年
度
比
、
個

人
住
民
税
7
・
4
%
増
、
法
人

町
民
税
14
・
4
%
減
と
な
り
、

歳
出
で
は
住
宅
費
・
住
宅
施
設

費
の
舘
野
団
地
住
宅
建
設
5
工

区
等
工
事
（
6
3
4
6
万
円
）、

庁
舎
発
電
機
新
設
等
工
事

（
3
7
7
1
万
円
）
な
ど
大
規

模
な
工
事
を
行
な
っ
た
。

　

財
政
運
営
は
、
町
債
を
繰
上

償
還
（
1
億
5
3
4
3
万
円
）

し
、
残
高
2
億
7
3
6
8
万
円

減
（
前
年
度
比
4
・
9
%
減
）

で
あ
り
、
将
来
の
財
政
需
要
に

お
け
る
財
政
調
整
基
金
及
び
減

　

9
月
定
例
会
は
、
9
月
5
日
か
ら
12
日
ま
で
の
8
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
を
は
じ
め
、
平
成
24
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
、
条
例
案
件
、
人
事
案
件
な
ど
合
計
24
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
に
よ
る
追
加
議
案
と
し
て
「
道
州
制
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
2
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。（
８
・
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

―平成24年度一般会計・特別会計を全員一致で認定別会計を全員一致で認定――

監

査

意

見

◇
実
質
公
債
費
比
率

町
の
標
準
財
政
規
模
（
34
億
6
5
2
0

万
円
）
に
占
め
る
借
金
返
済
額
を
示
す

率
で
す
。

◇
将
来
負
担
比
率

　

将
来
一
般
会
計
か
ら
負
担
す
る
負
債

（
借
金
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
を
示
し
た
率
で
す
。

◇
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

町
財
政
一
層
の
健
全
化
に
努
力
を

（
24
年
度
六
戸
町
財
政
健
全
化
比
率
の
報
告
）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

24年度 黒字のため
数値なし

黒字のため
数値なし 14.6％ 48.3％

23年度 ― ― 15.7％ 66.0％
22年度 ― ― 16.0％ 81.5％

早期健全化基準 15.0％ 20.0％ 25.0％ 350.0％

◎健全化判断基準



みなさんからの税金
10億1894万円
　（9万4600円）

地方交付税　45％

50億1015万円

町が自由に使える国からのお金
22億5574万円
　（20万9600円）

使い道の決まった
国・県からのお金
8億3045万円
　（7万7100円）

町が借りるお金
3億4900万円（3万2400円）

地方譲与税他ほか
2億100万円（1万8700円）

町債
7％

４％

町
　
　
税

20％

国
県
支
出
金
17％

3億5502万円
　（3万3000円）

自主財源
27％

依存財源　
　73％

諸収入・繰越
ほか　7％

学
校
教
育
や

　
生
涯
学
習
な
ど

48億3125万円

高齢者福祉や児童福祉など
13億7540万円
　（12万7700円）

4億1290万円
（3万8400円）

衛生費
7％

民
　
生

　
費

29％
庁内管理など
7億6967万円
　（7万1500円）

教育費
8％

公債費
14％

総務費
　　　16％

消防費
5％

土木費
13％

農林水産業費
ほか　8％

3億7039万円
　（3万4400円）

借
金
の
返
済

6億9992万円
　（6万5000円）

ご
み
処
理
や

各
種
健
診
な
ど
3億4549万円
　（3万2100円）

2億4134万円
　（2万2400円）

道路の整備など
　　6億1614万円
　　　（5万7200円）
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一般会計一般会計  5050億億11,015,015万円 万円 黒字1億7,890万円

収　入

支　出

　金額は千の位で四捨五入
してあり、合計にあわせて
一部端数調整しています。
（　）内の数字は、人口1万
765人で割った町民一人
あたりのお金です。

残ったお金　１億7890万円
25年度の特定の事業へ
基 金 に 積 み 立 て
25 年 度 に 繰 り 越 し

196万円
9000万円
8694万円

会　計　名 貯金（基金） 借金（借入金）

一　般　会　計 25億8076万円 53億906万円

決算収支は
　黒字になりました貯金は25億円 借金は53億円

町民一人
あたり24万円 49万円

平成24年度
決算 ――平成24年度一般会計・特別会計を全員一致で認定平成24年度一般会計・特 ―



使
用
料
・
手
数
料

納

税

関

係

子
育
て
支
援

補
助
金
・
防
犯
灯
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久
田
伸
一
委
員

問　

消
費
税
が
来
年
８
％
に

な
る
が
、
町
の
使
用
料
・
手

数
料
は
値
上
げ
す
る
の
か

町
長　

答　

来
年
度
消
費
税
が
上
が

っ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
手

数
料
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
田
敏
美
委
員

問　

督
促
状
が
き
て
か
ら
10

カ
月
ぐ
ら
い
し
て
、
突
然
担

当
者
が
来
た
と
い
う
話
が
あ

り
ま
す
。
訪
問
し
て
不
在
の

時
は
メ
モ
を
置
く
な
ど
、
滞

納
者
と
き
め
細
や
か
に
連
絡

を
取
り
、
滞
納
整
理
を
す
べ

き
で
な
い
か

円
子
税
務
課
長

答　

督
促
状
は
納
期
か
ら
10

〜
20
日
の
間
に
発
送
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
納
税
が
な
い
場
合

は
、
年
２
回
催
告
書
を
出
し

ま
す
。
ま
た
、
支
払
い
の
な

　

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に
伴
う
決
算
特
別
委
員
会
（
川
村
重
光
委
員
長
）
を
設
置
し
、
9
月
10
日
・
11
日
の
2
日
間
の

日
程
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
各
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
等
が
出
さ
れ
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
慎
重
に
審
査
し
、

す
べ
て
の
会
計
を
認
定
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般会計・特別会計　慎重に審査会計　慎重に審査

い
方
に
は
、
電
話
連
絡
し
て

い
ま
す
。

高
坂
茂
委
員

問　

子
育
て
支
援
交
付
金
・

子
育
て
支
援
特
別
対
策
事
業

費
補
助
金
の
事
業
内
容
は

川
村
福
祉
課
長

答　

就
学
前
の
子
供
を
対
象

に
、
さ
つ
き
保
育
園
と
第
一

日
の
出
保
育
園
に
お
い
て
、

体
験
入
所
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
、
親
子
教
室
等
の
事
業
で

す
。

母
良
田
昭
委
員

問　

①
各
町
内
会
事
業
運
営

に
は
苦
労
し
て
い
る
。
ふ
れ

あ
い
郷
づ
く
り
事
業
補
助
金

の
趣
旨
を
区
長
会
議
等
で
説

明
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
広

報
で
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら

い
た
い

②
防
犯
灯
設
置
事
業
設
置
補

助
で
は
、
何
基
補
助
し
て
い

る
の
か

下
田
総
務
課
長

答　

①
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

区
長
会
議
で
事
業
の
趣
旨
等

を
資
料
を
配
布
し
て
説
明
し

て
お
り
、
理
解
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
防
犯
灯
設
置
は
、
6
町
内

会
19
灯
で
す
。

母
良
田
昭
委
員

問　

②
通
学
路
で
町
内
会
と

町
内
会
の
間
で
暗
い
所
が
あ

る
。
町
で
電
気
料
を
負
担
し

通
学
路
を
全
線
明
る
く
し
て

い
た
だ
き
た
い

町
長

答　

②
通
学
路
を
改
め
て
調

べ
、
学
校
側
と
も
相
談
し
な

が
ら
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
が

い
い
か
検
討
し
ま
す
。

河
野
豊
委
員

問　

定
住
促
進
新
築
住
宅
建

設
補
助
金
は
2
カ
年
と
い
う

こ
と
で
今
年
度
終
了
だ
が
、

全
額
補
助
で
な
く
て
も
継
続

で
き
な
い
か



情

報

管

理

カ
メ
ム
シ
防
除
事
業

な
か
よ
し
会

？？　　クラウド化とは？
　情報を別の所にも
保管して置くこと
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一般会計・特別会計　慎重に審査一般会計・特別

町
長

答　

基
本
的
に
は
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
坂
茂
委
員

問　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

事
業
の
件
数
、
Ｐ
Ｒ
方
法
は

棟
方
企
画
財
政
課
長

答　

24
年
度
は
、
12
件
1
7

7
万
2
千
円
で
す
。
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ
れ
と
建

設
業
者
を
介
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

苫
米
地
繁
雄
委
員

問　

若
者
定
住
支
援
事
業

6
5
1
万
円
、
定
住
促
進
新

築
住
宅
建
設
補
助
金
2
5
2

9
万
円
の
件
数
は

棟
方
企
画
財
政
課
長

答　

若
者
定
住
支
援
は
41
世

帯
、
定
住
促
進
新
築
住
宅
建

設
補
助
は
47
件
で
す
。

苫
米
地
繁
雄
委
員

問　

人
口
が
増
え
て
い
る
が

要
望
等
の
対
策
を
考
え
て
い

る
か

町
長

答　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料

化
な
ど
良
い
と
思
っ
て
頂
い

た
分
は
継
続
、
問
題
が
で
て

く
れ
ば
対
応
す
る
役
所
の
心

構
え
だ
け
は
も
っ
て
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成24年度

山
本
実
委
員

問　

シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
生
産
組

合
に
対
す
る
補
助
は
、
も
う

十
分
で
は
な
い
か

町
長

答　

六
戸
町
の
名
を
掲
げ
な

が
ら
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
店
さ
れ
、
宣
伝
効
果
が
あ

り
、
し
ば
ら
く
補
助
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

杉
山
茂
夫
委
員

問　

震
災
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ウ
イ
ル
ス
等
の
六
戸
町
の
情

報
管
理
体
制
は

棟
方
企
画
財
政
課
長

答　

情
報
は
庁
舎
2
階
に
あ

る
電
算
室
で
管
理
し
て
い
ま

す
。
震
災
等
を
考
え
＊
ク
ラ

ウ
ド
化
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
が
共
同
で
行
う
場

合
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
を

措
置
す
る
方
向
と
い
う
通
達

は
来
て
い
ま
す
。

苫
米
地
繁
雄
委
員

問　

六
戸
第
一
な
か
よ
し
会

の
天
井
が
抜
け
落
ち
そ
う
な

状
態
。
ま
た
講
堂
の
柱
は
、

木
の
さ
さ
く
れ
が
刺
さ
る
の

で
テ
ー
プ
が
巻
か
れ
て
い
る

等
、
早
急
に
改
築
、
新
築
し

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か

川
村
福
祉
課
長

答　

平
成
26
年
度
に
向
け
て

改
修
工
事
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。

苫
米
地
繁
雄
委
員

問　

効
果
と
今
年
の
発
生
状

況
は

山
本
産
業
課
長

答　

今
年
は
大
き
な
発
生
と

は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
い

も
ち
病
の
ほ
う
が
少
し
出
て

い
る
よ
う
で
す
。

　24年度各会計決算額

会計の種類 歳 　 入 歳 　 出 差 引 額

一　般　会　計 51億1015万 48億3125万 1億7890万

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 13億3099万 13億1249万 1850万

国民健康保険病院事業 5億6693万 5億8525万 ▲1832万

下水道事業 3億4709万 3億4709万 0

農業集落排水事業 1億2710万 1億2710万 0

介護保険事業 12億4500万 12億2719万 1781万

後期高齢者医療 1億1240万 1億1225万 15万

霊園事業 965万 965万 0

合　　　計 87億4931万円 85億5227万円 1億9704万円

委員長　川村重光



国

保

会

計

国
保
病
院
会
計

下
水
道
事
業
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下
田
敏
美
委
員

問　

24
年
度
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
、
１
億
６
千
６

百
万
円
で
し
た
。
25
年
度
国

保
税
を
値
上
げ
し
た
が
、
推

計
で
繰
入
が
ゼ
ロ
に
な
る
予

定
か

今
出
川
町
民
課
長

答　

25
年
度
は
３
千
万
円
の

繰
入
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

下
田
敏
美
委
員

問　

町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
は
、
多
少
の
繰
入
は
し

よ
う
が
な
い
と
思
う
が
、
考

え
は

町
長

答　

国
保
税
を
一
気
に
値
上

げ
す
る
と
、
町
民
に
負
担
を

か
け
る
の
で
、
現
在
の
数
値

で
の
値
上
げ
に
し
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
段
階
的
に
値
上

げ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
が
、
一
部
、
一
般

会
計
の
ほ
う
か
ら
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
坂
茂
委
員

問　

共
同
事
業
交
付
金
と
は

何
か

今
出
川
町
民
課
長

答　

高
額
な
診
療
報
酬
が
発

生
す
る
と
１
町
村
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
た
め
、
広
域

で
集
め
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
か
ら
交
付
さ
れ
る
も

の
で
す
。

杉
山
茂
夫
委
員

問　

①
年
間
入
院
患
者
の
半

減
の
理
由
は

②
２
年
連
続
で
備
品
の
照
合

作
業
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
理

由
は

③
診
療
費
の
未
収
金
を
積
極

的
な
不
良
債
務
処
理
す
る
べ

し
と
の
指
摘
は
ど
う
い
う
こ

と
か

保
土
沢
病
院
事
務
長

答　

①
近
隣
市
町
村
の
病
院

改
装
・
改
築
に
よ
り
入
院
患

者
が
移
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
来
年
度
か
ら
会
計
方
式
が

電
算
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

備
品
の
整
理
を
行
う
予
定
で

す
。

③
未
収
金
は
現
在
44
万
円
あ

り
ま
す
。
２
ヶ
月
に
１
回
の

催
告
書
を
発
送
し
、
電
話
を

し
て
い
ま
す
が
、
収
納
は
な

か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

杉
山
茂
夫
委
員

問　

①
設
備
や
機
械
等
の
充

実
に
よ
っ
て
入
院
患
者
が
減

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
医
療

環
境
面
が
改
善
さ
れ
な
い
限

り
は
、
入
院
患
者
が
戻
っ
て

こ
な
い
。
そ
の
辺
に
つ
い
て

今
後
、
町
立
病
院
と
し
て
の

機
能
・
役
割
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

最
初
に
町
民
の
方
が
か
か

る
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
は

保
土
沢
病
院
事
務
長

答　

①
今
年
度
の
入
院
患
者

は
１
日
平
均
13
〜
15
人
と
入

院
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
環
境
面
に
お
い
て
、

病
室
・
外
来
の
改
装
を
し
、

明
る
く
し
て
み
た
ら
、
雰
囲

気
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

答　

①
周
辺
病
院
に
は
、
個

室
が
あ
り
ゆ
っ
く
り
療
養
で

き
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
自
分
の
健
康
管
理
、
そ
し

て
町
立
病
院
に
来
て
医
師
か

ら
診
て
も
ら
う
こ
と
で
、
病

院
が
あ
る
町
民
へ
の
利
点
が

増
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

高
坂
茂
委
員

問　

現
在
、
医
師
が
４
名
か

ら
３
名
で
運
営
し
て
い
る
が
、

ど
う
考
え
る
か

町
長

答　

六
戸
町
立
病
院
の
場
合

は
、
国
の
基
準
で
４
名
置
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入

院
患
者
を
抱
え
る
病
院
と
し

て
は
最
低
の
人
数
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
家
庭
医
は
町
立

病
院
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
捉
え
て
い
ま

す
。　

下
田
敏
美
委
員

問　

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
苦
情
が
多
い
。

積
極
的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
住
民
の
苦
情
が
く
る
前

に
補
修
す
べ
き
で
な
い
か

松
村
建
設
下
水
道
課
長

答　

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
状
況

を
見
て
い
ま
す
が
、
た
ま
た

ま
気
が
付
か
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
十
分

気
を
付
け
て
補
修
す
る
よ
う

に
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会



条
　
　

例

条
　
　

例

陳
情
・
意
見
書

陳
情
・
意
見
書

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

平成25年度 一般会計平成25年度 一般会計94209420万円万円を追加し、を追加し、
総額総額4747億億60706070万円万円となりました。となりました。

建設予定地
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◇
六
戸
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
条
例
制
定

―
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
六
戸
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
―

 （
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
）

◇
舘
野
団
地
住
宅
建
築
６
工

区
工
事

①
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字
下

　

久
保
地
内

②
請
負
代
金

　

５
１
２
４
万
円

③
契
約
の
相
手
方

　

六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字
柳

　

沢
91
番
地
の
２

　

株
式
会
社　

漆
舘
組

　

代
表
取
締
役　

漆
舘
正
博

◇
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の

意
見
書
採
択
」
に
関
す
る
陳

情・
陳
情
者

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促

進
議
員
連
盟　

　
　
　
　

⇐

産
業
民
生
常
任
委
員
会
付
託

◇
「
道
州
制
導
入
に
反
対
す

る
意
見
書
」

・
依
頼
者

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　

⇐

総
務
常
任
委
員
会
付
託

　
　
　
　

⇐

　

9
月
11
日
委
員
会
を
開
催
、

採
択
と
し
、
本
定
例
会
へ
議

員
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

全
員
一
致
で
可
決

し
、
関
係
機
関
へ
意

見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

会計名 補正前 補正額 補正後 補正の主な内容

一 般 会 計

歳　
　
　
　

入

46億6650万円 9420万円 47億6070万円

地方特例交付金 95万円
地方交付金 119万円
県支出金 ▲430万円
繰越金 6771万円
町村魅力発信事業助成金 120万円
町有地管理料 273万円
町債（借金） 2470万円

歳　
　
　
　
　
　

出

46億6650万円 9420万円 47億6070万円 

議員視察研修 194万円
町有地管理委託料等 273万円
住宅用太陽光発電システム補助金 240万円
成人風しん予防接種費用助成金 401万円
連合生活改善グループ連絡協議会 100万円
集落基盤整備事業 3280万円
プレミアム商品券助成事業 350万円
メイプルタウンフェスタ実行委員会 123万円
小松ケ丘マンホール蓋調整工事ほか 350万円
町道折茂古里線測量調査設計業務ほか 769万円
第15舘野団地線道路舗装工事ほか 700万円
舘野団地駐車場ほか 302万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 12億9945万円 175万円 13億120万円 国保システム改修費等 174万円

国民健康保険病院
会計（資本的支出） 2879万円 539万円 3419万円 病院内装改修工事 539万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 2億9518万円 ▲191万円 2億9327万円 馬淵川流域下水道維持管理負担金

（前年度精査分） ▲127万円

介 護 保 険
事 業 特 別 会 計 12億5469万円 ▲146万円 12億5323万円 人件費精査により

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 1億196万円 ▲100万円 1億96万円 人件費精査により

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

補 正 予 算補 正 予 算



一
般
質
問

一問一答方式

久
きゅう

田
でん

伸
しん

一
いち
議員

人
・
農
地
プ
ラ
ン

農
業
振
興
事
業
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一
般
質
問
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
が
町
の
施
策
の
状
況
や
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
・
説
明
を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

消雪資材購入の補助を
町長 ― 農家全体のバランスを考え、

慎重に判断する

問
農
業
振
興
事
業
の
現

状
と
将
来
へ
の
展
望

は町
長
町
長
六
戸
町
は
県
内
で
も

有
数
の
野
菜
の
特
産

地
と
し
て
、
根
菜
類
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
野
菜
の
専
業

農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
米
と
の

複
合
経
営
、
ま
た
、
施
設
園

芸
、
葉
た
ば
こ
や
畜
産
を
組

み
合
わ
せ
た
経
営
を
確
立
し

て
い
る
農
家
も
あ
り
、
周
辺

市
町
村
と
比
較
し
て
も
高
い

レ
ベ
ル
の
栽
培
技
術
を
持
っ

た
農
家
が
数
多
く
い
ま
す
。

 

今
後
は
、
良
質
な
野
菜
生

産
地
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
栽
培
農
家
・
団
体
の

要
望
に
沿
っ
た
助
成
、
あ
る

い
は
、
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

農
家
振
興
上
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
は
対
応
し
た
い
。

問
こ
こ
数
年
、
雪
が
多

く
春
先
の
農
作
業
が

遅
れ
て
い
る
。
消
雪
の
た
め

の
資
材
購
入
補
助
制
度
を
新

設
す
る
考
え
は

町
長
町
長
雪
の
少
な
い
・
多
い

年
の
判
断
基
準
、
農

家
の
栽
培
形
態
や
出
荷
時
期

で
個
人
差
、
さ
ら
に
自
助
努

力
で
土
散
布
し
て
い
る
農
家

も
あ
り
、
助
成
に
よ
る
事
業

効
果
も
含
め
、
関
係
機
関
・

関
係
団
体
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
町
内
農
家
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
慎
重
に
判

断
し
た
い
。

問
農
家
の
高
齢
化
が
進

み
、
後
継
者
不
足
の

中
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

を
確
保
、
育
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
青
年
就
農
給
付

金
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組

み
は

問
農
業
用
排
水
路
の
生

産
基
盤
の
整
備
の
た

め
、
小
規
模
任
意
組
合
か
ら

側
溝
等
の
要
望
に
対
し
施
策

を
考
え
て
は

町
長
町
長
任
意
組
合
へ
の
提
供

を
考
え
た
場
合
、
町

全
体
の
影
響
を
考
慮
し
、
財

政
面
で
の
考
察
を
加
え
な
が

ら
、
今
後
検
討
す
る
。

町
長
町
長
町
で
は
昨
年
度
に
策

定
し
た
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
新
規
就

農
者
が
中
心
経
営
体
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
ほ
う
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
青
年
就
農
給
付
金

の
制
度
に
即
し
、
条
件
に
見

合
う
方
が
あ
れ
ば
、
補
正
予

算
等
で
対
応
す
る
ほ
か
、
制

度
の
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

国
の
動
向
は
、
現
在
の
給

付
要
件
を
一
部
緩
和
を
検
討

し
て
お
り
、
そ
れ
を
注
視
し

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
一

歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
の
支
援

を
考
え
な
が
ら
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。



一
般
質
問

一問一答方式

河
かわ

野
の

　豊
ゆたか

議員

？？
　　＊１  自主防災
組織は、町内会が母
体となって自主的に
連携して防災活動を
行う団体です。

自
然
災
害
対
策

イ
ベ
ン
ト
安
全
対
策

用水路にかかる橋
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問
全
国
的
に
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
竜
巻
が
頻
発
し
、

大
き
な
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
町
で
は
ど
の
よ
う
な
災

害
を
想
定
し
て
い
る
か

町
長
町
長
平
成
14
年
度
作
成
、

20
年
度
に
修
正
し
た

「
六
戸
町
地
域
防
災
計
画
」

で
、
町
に
お
け
る
地
勢
、
地

質
、
気
象
等
自
然
的
条
件
に

加
え
、
人
口
、
密
集
化
の
状

況
、
産
業
の
集
中
等
の
社
会

的
条
件
並
び
に
過
去
に
お
け

る
災
害
発
生
状
況
を
勘
案
し
、

発
生
し
得
る
台
風
、
集
中
豪

雨
な
ど
異
常
降
雨
、
地
震
、

豪
雪
に
よ
る
災
害
、
航
空
、

鉄
道
、
道
路
、
危
険
物
、
大

規
模
な
林
野
火
災
に
よ
る
事

故
災
害
、
そ
の
他
異
常
な
自

然
現
象
に
伴
う
災
害
及
び
特

殊
な
災
害
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

問
災
害
時
の
町
内
危
険

箇
所
は
把
握
し
て
い

る
か町

長
町
長
急
傾
斜
地
や
山
腹
崩

壊
、
土
砂
・
土
石
流

な
ど
の
危
険
箇
所
は
把
握
し

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
も
と
に
し
、
防
災

マ
ッ
プ
、
地
震
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

問
町
道
に
か
か
る
橋
の

点
検
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か

町
長
町
長
長
さ
15
ｍ
以
上
の
橋

に
つ
い
て
は
、
23
年

度
に
「
六
戸
町
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
を
策
定
し
、

点
検
し
て
い
ま
す
。

　

２
ｍ
以
上
15
ｍ
以
下
の
橋

は
、
簡
易
点
検
や
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
来
年
度
以
降
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
補
修
工
事
、

点
検
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
防
災
・
防
犯
を

高
め
る
観
点
か
ら
、

＊１
自
主
防
災
組
織
を
増
や
す

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
は町

長
町
長
町
に
は
小
松
ケ
丘
地

区
に
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
他
の
地
域
は
、
町
内

全
域
を
9
つ
の
消
防
分
団
で

区
割
り
し
、
分
団
が
随
時
活

動
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
に

お
い
て
自
主
防
災
組
織
の
機

運
が
高
ま
れ
ば
、
町
と
し
て

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
町
内
会
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
地
域
の
状

況
把
握
し
、
支
え
合
う
こ
と

が
前
段
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

問
災
害
発
生
に
対
す
る

訓
練
は
や
っ
て
い
る

か
、
又
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作

成
し
て
い
る
か

町
長
町
長
町
単
独
の
訓
練
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

県
で
実
施
す
る
青
森
県
総
合

防
災
訓
練
、
青
森
県
水
防
演

習
等
に
は
、
消
防
団
員
を
は

じ
め
担
当
職
員
が
参
加
し
訓

練
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

各
公
共
施
設
は
作
成
し
て
い

ま
す
が
、
避
難
経
路
、
方
法

指
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
の
例
を
み

て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ

と
が
安
全
か
疑
問
の
残
る
部

分
も
多
少
あ
り
ま
す
。
災
害

に
備
え
る
た
め
に
は
、
危
機

管
理
意
識
を
も
っ
て
、
行
政

と
住
民
が
継
続
的
に
行
動
を

実
践
し
、
息
の
長
い
活
動
を

途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す

る
露
店
の
届
け
出
、

指
導
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
か

町
長
町
長
町
観
光
協
会
で
準
備

し
た
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
の
露
店
の
届
け
出
に
関
し

て
は
、
観
光
協
会
か
ら
露
店

に
対
し
、
事
前
に
届
け
出
す

る
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、

出
店
許
可
を
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

問
町
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
事

故
が
起
き
た
時
の
責
任
の
所

在
は町

長
町
長
町
の
年
間
行
事
と
し

て
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
町
が
対
応
す
る
役
目
に

な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。

自主防災組織の拡大を
町長 ― 活動には、町として支援したい



講
師　

長
澤　

忠
徳
氏

　
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）

議会だよりの読みやすさを目
め

指
ざ

し
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私
た
ち
広
報
委
員
会
は
、
よ

り
よ
い
議
会
広
報
紙
を
目
指
し
、

常
に
緊
張
感
を
も
っ
て
、
読
者

に
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
作
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
全
国
研
修

会
（
東
京
9
月
30
日
・
10 

月

1
日
）
に
参
加
し
、
大
い
に
研け

ん

鑽さ
ん

を
積
ん
で
よ
り
よ
い
紙
面
作

り
に
役
立
て
た
い
と
考
え
、
委

員
長
か
ら
の
発
案
で
委
員
会
全

員
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
2
日
間
の
日

程
で
行
わ
れ
、
1
日
目
は
3
人

の
講
師
に
よ
る
全
体
研
修
で
、

内
容
の
1
点
目
は
、
文
章
は
人

の
心
を
動
か
す
こ
と
、
2
点
目

は
マ
ス
目
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン

構
成
を
、
3
点
目
は
デ
ジ
タ
ル

時
代
の
写
真
の
撮
り
方
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
3
分
科
会
に
分
か

れ
て
の
研
修
で
、
各
自
治
体
か

ら
議
会
広
報
紙
の
紙
面
評
価
を

中
心
に
講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
内
容
で
し
た
。

　

次
に
こ
の
研
修
に
参
加
し
た

感
想
を
記
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
毎
年
県
内
の
広

報
に
関
す
る
研
修
会
に
参
加
し
、

各
自
治
体
の
紙
面
評
価
を
講
師

の
先
生
か
ら
受
け
る
内
容
と
、

紙
面
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん

で
は
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
全
国
規
模

の
研
修
会
に
参
加
し
て
、
な
る

ほ
ど
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的
な

事
例
で
も
っ
て
示
さ
れ
た
と
い

う
研
修
内
容
は
、
イ
メ
ー
ジ
も

湧
き
今
後
の
自
信
に
つ
な
が
る

も
の
で
し
た
。

　

1
日
目
の
3
人
の
講
師
は
持

ち
時
間
が
70
分
に
も
か
か
わ
ら

ず
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど

の
熱
の
入
れ
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
研
修
内
容
の
充
実
さ
と
、

中
身
の
濃
さ
が
相
ま
っ
て
、
よ

り
良
い
も
の
を
作
る
と
い
う
、

動
機
づ
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

お
わ
り
に
、
議
会
だ
よ
り
が
、

単
な
る
議
会
報
告
紙
で
は
な
く
、

情
報
紙
に
も
変
わ
る
よ
う
な
内

容
の
紙
面
作
り
と
、
読
者
が
手

に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
広
報

紙
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
て
報
告
と
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員

　

高
坂　
　

茂　

記

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

河
野　
　

豊

副
委
員
長　

杉
山　

茂
夫

委　
　

員　

附
田　

輝
雄

下
田　

敏
美

川
村　

重
光

議
会
事
務
局　

畠
山　

正
子

活
動
報
告

議 会 広 報 委 員 会
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　今、町ではどのようなことが議論されているのだろうか。また、どのような計画が
あって、どう進んでいるのだろうか。あなたにとって身近なことかもしれません。
　　　議会は、年４回の定例会（３・６・９・12月）、臨時会（随時）を開催します。
　　　　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

町町のの未来未来がが見見えてくる！えてくる！お知ら
せ

議会を傍聴してみませんか。

次回定例会は 12月上旬予定。次回定例会は 12月上旬予定。

◆お気軽にお電話ください
　六戸町議会事務局　☎0176ー 55－4547（直通）

　

6
月

1
日　

六
戸
小
学
校
運
動
会

2
日　

第
36
回
上
北
郡
総
合
体
育
大
会

3
日　

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時

　
　
　

総
会

4
日　

議
会
運
営
委
員
会

7
日　

第
4
回
六
戸
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

　
　
　

ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

10
日　

第
2
回
六
戸
町
議
会
定
例
会

（
〜
12
日
）

10
日　

全
員
協
議
会

12
日　

町
議
会
産
業
民
生
常
任
委
員
会

12
日　

町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

12
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

21
日　

十
和
田
地
域
消
防
安
全
管
理
協

　
　
　

会
懇
親
会

22
日　
十
和
田
警
察
官
友
の
会
集
い
の
会

23
日　

三
沢
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

27
日　

第
12
回
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組

　
　
　

合
通
常
総
代
会

28
日　

北
奥
羽
開
発
促
進
協
議
会
定
例

　
　
　

総
会

　

7
月

3
日　
上
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会

8
日　

小
学
校
合
同
芸
術
鑑
賞
会

9
日　

八
戸
地
域
県
境
不
法
投
棄
問
題

　
　
　

対
策
協
議
会
総
会

10
日　

八
戸
・
十
和
田
・
奥
入
瀬
ラ
イ

　
　
　

ン
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
定
例

　
　
　

総
会

10
日　

三
沢
十
和
田
線
整
備
促
進
期
成

　
　
　

同
盟
会
定
例
総
会

11
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

11
日　

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

11
日　
野
辺
地
町
議
会
と
の
意
見
交
換
会

12
日　

八
戸
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建

　
　
　

設
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

12
日　

町
議
会
広
報
委
員
会

20
日　

の
へ
じ
常
夜
燈
フ
ェ
ス
タ

21
日　

東
京
六
戸
会
総
会

30
日　

十
和
田
地
区
暴
力
追
放
推
進
協

　
　
　

議
会
理
事
会
・
総
会

　

8
月

2
日　

青
い
森
信
用
金
庫
六
戸
信
友
会

　
　
　

納
涼
ビ
ー
ル
祭
り

4
日　

六
戸
町
民
運
動
会

10
日　

第
18
回
六
戸
町
社
会
福
祉
大
会

　
　
　

・
社
協
ま
つ
り

15
日　

25
年
度
六
戸
町
成
人
式

20
日　

六
戸
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
　
　

ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

20
日　

第
2
回
上
北
郡
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
例
会

27
日　

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
六
戸

　
　
　

町
選
手
・
役
員
結
団
式

28
日　

三
沢
十
和
田
線
整
備
促
進
に
関

　
　
　

す
る
要
望
活
動

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き　　
（（
2525
年年
６６
月
〜
月
〜
８８
月
）
月
）

町
村
議
会

　

広
報
研
修
会
開
催

　

９
月
25
日
青
森
市
に
お
い
て
、

広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
は
、「
議
会
広

報
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
？
」

と
題
し
、
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

深
沢　

徹
氏
に
よ
る
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
？

　

あ
り
の
ま
ま
に（

議
事
公
開
）

　

わ
か
り
や
す
く

（
住
民
の
目
線
で
）

　

住
民
と
と
も
に（住

民
の
も
の
）

　

こ
れ
ら
を
常
に
考
え
な
が
ら

作
成
し
、
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

議
会
広
報
づ
く
り
に
努
力
し
ま

す
。

広報コンサルタント　深沢　徹氏



期 待

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

編

集

後

記

　議会広報委員会では、町民の皆様のまちづくりに対
するご意見、ご要望の投稿を募集しています。どしど
しお寄せください。お待ちしております。
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小野寺　邦男（折茂）

　突然の電話でした。「先日の議会を傍聴した感想
を書いて欲しい」「ええっ、私が」という訳で引き
受けましたが、なかなか文字にするとなると、難
しく筆が進みません。
　９月議会の傍聴は私にとって２回目で、今回は
農業問題の一般質問があるとの情報を得ての傍聴
でした。
　農業問題では生産者が日頃の疑問、こうあって
欲しい、と思っていることを質問しており実現す
れば有り難いと思っている。
　防災・減災の質問があり、そのときにはこうい
う事も必要だなと思っていました。しかし、その
後台風18号が列島を縦断し当町でも河川は堤防な
どが整備されているものの、農業用・排水路など
危険箇所の把握なども必要と痛切に感じました。
非常にタイムリーな質問であったと思います。
　質問者と町長の一問一答方式でしたが、いずれ
の質問にもややすれ違いの返答感があり、もっと
質問者も突っ込んだ質問があってもいいかなと思
いました。
　最後に、この日の傍聴は７～８人で、もう少し
増えて20人前後あってもいいのではと思いました。

櫻田泰弘氏　教育長に再任

佐藤隆氏　固定資産評価委員に再任

「私の議会傍聴体験記」「私の議会傍聴体験記」

■教育委員会委員　櫻田泰弘氏の任期満了に伴い、
同氏を任命することに同意しました。
　　また、教育委員会臨時会において、教育長に再
任されました。任期は４年です。

櫻
さくら

田
だ

　泰
やす

弘
ひろ
氏

　　　 （昭和22年生）

十和田市西二十二番町
18番21号

佐
さ

藤
とう

　　 隆
たかし

氏

　　　 （昭和38年生）

六戸町大字犬落瀬字
堀切沢60番地116

■固定資産評価審査委員会委員　佐藤隆氏の任期満
了に伴い、同氏を再任することに同意しました。
任期は３年です。

このたび、議会の同意をいただき
教育委員に、その後、教育委員会臨時会において教
育長に任命され、再任となりました。
　身の引き締まる思いではありますが、町民の皆様
と力を合わせ、教育環境の充実と、教育へのご期待
に応えていきたいと思います。
　教育委員会は、約35,000冊の書籍が備えてある
図書館運営から、学校教育・社会体育・社会教育の
関連分野を担当しています。　
　今後も町民の皆様のご理解とご協力をいただきな
がら、教育施策を推進していきたいと思いますので、
よろしくお願いします。

ごあいさつ

　

２
０
１
３
年
産
の
水
稲
は
、
消

雪
遅
れ
で
田
植
え
作
業
が
ず
れ
込

ん
だ
も
の
の
、
そ
の
後
の
高
温
で

生
育
が
回
復
し
最
終
的
に
は
作
況

指
数
１
０
５
の
「
や
や
良
」
と
終

わ
る
見
込
み
で
稲
作
農
家
も
「
出

来
秋
」
に
感
謝
し
収
穫
作
業
を
終

え
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

朝
晩
め
っ
き
り
肌
寒
く
な
っ
た

十
月
（
神
無
月
）
。
秋
と
い
え
ば

「
食
欲
の
秋
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

秋
の
味
覚
狩
り
は
数
あ
れ
ど
本
県

で
は
、
「
り
ん
ご
狩
り
」
「
ぶ
ど
う

狩
り
」
「
梨
狩
り
」
等
、
美
味
し

い
も
の
が
豊
富
で
あ
る
。
家
族
一

緒
に
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
も

の
で
あ
る
。

　

「
食
欲
の
秋
」
暴
飲
暴
食
に
注

意
し
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
広
報
委
員　

附　

田　

輝　

雄

発
行
責
任
者

議　
　

長　
苫
米
地　

繁　

雄


